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の
図
式
が
私
た
ち
の
中
に｢

当
た
り
前｣

的
な
感
覚

を
作
り
、
新
規
採
用
者
の
加
入
獲
得
と
い
っ
た
意
識

そ
の
も
の
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
と
の
包
括
的
和
解
、
二
〇
〇
六
年
四
月
施
行
の

個
人
情
報
保
護
法
、
そ
し
て
何
よ
り
も
各
級
機
関

が
歯
を
食
い
し
ば
り
二
〇
年
を
超
え
る
取
り
組
み

を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
と
し
て
、
こ
こ
一
・
二
年

は
、
未
加
入
状
態
で
の
現
場
配
属
が
定
着
し
て
き
て

い
る
。
長
年
の｢

当
た
り
前｣

を
覆
し
、
国
労
加

入
の
仲
間
が
続
々
と
出
て
き
て
お
り
、｢

Ｊ
Ｒ
東
労

組
以
外
に
も
組
合
が
あ
っ
た｣｢
国
労
の
方
と
知
り

合
い
人
間
性
に
引
か
れ
た｣

と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
語
っ

と
し
て
各
級
機
関
の
協
力
を
頂
き
取
り
組
み
を
強

め
て
き
た
。

　

三
月
の
東
京
駅
で
の
新
規
加
入
以
降
、
二
〇
代

の
青
年
か
ら
退
職
間
近
の
先
輩
た
ち
ま
で
、
幅
広

い
層
の
人
た
ち
が「
や
っ
ぱ
り
国
労
が
良
い
！｣

と
、

新
規
・
復
帰
加
入
を
し
て
き
て
く
れ
て
い
る
。

　

青
年
層
は
そ
れ
ま
で
の
所
属
労
組
に｢

人
間
味

を
感
じ
な
い
。
労
働
組
合
じ
ゃ
な
い｣

と
言
い
、

先
輩
た
ち
は｢

最
後
は
国
労
で
い
た
い
！｣

と
打

て
い
る
よ
う
に
、
大
き
く
職
場
の
情
勢
は
変
化
し
て

き
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
労
組
発
行｢

加
入
速
報
Ｎ
Ｏ
三
」

（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
十
九
日
付
）
で
は
、
今
年
六

月
の
大
会
以
降
の
拡
大
を
三
名
と
報
じ
て
い
る
…

ち
な
み
に
国
労
は
東
京
地
方
本
部
管
内
だ
け
で
も
、

六
月
以
降
八
名
の
加
入
者
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。

　

職
場
情
勢
の
変
化
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
今
こ
そ

新
規
採
用
者
等
の
加
入
獲
得
に
打
っ
て
出
る
決
意

を
固
め
合
う
時
と
、
強
く
呼
び
掛
け
る
。

や
っ
ぱ
り
国
労
が
良
い
！

　

こ
の
一
年
間
、
組
織
活
動
の
基
本
は
職
場
イ
コ
ー

ル
分
会
組
織
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
地
方
本
部

　

昼
食
後
、
参
議

院
議
員
会
館
で

〇
八
年
末
手
当
獲

得
総
決
起
集
会
を

開
催
。
一
四
時
か

ら
代
表
に
よ
る
、

国
土
交
通
大
臣
要

請
行
動
を
取
り
組

ん
だ
。

　

引
き
続
き
、
貨

物
各
支
社
、
支
店
、

現
場
長
へ
の
申
入

れ
、職
場
集
会
、座
り
込
み
、社
宅
ビ
ラ
配
布
な
ど
、

機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
指
示
が

出
さ
れ
た
。
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国 

労 

加 

入 

を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

国
労
東
京
地
本
は
、
昨
年
か
ら
組
織
拡
大
に
向
け

た
テ
ー
マ
を｢

動
き
を
つ
く
る｣

と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
発
足
以
降
新
規
採
用
者
の
配
属
イ
コ
ー
ル
Ｊ

Ｒ
東
労
組
組
合
員
と
い
う
構
図
で
、
長
年
に
亘
る
こ

　

本
部
は
一
〇
月
二
四
日
、
〇
八
年
度
年
末
手
当

三
・
五
ケ
月
、
一
二
月
五
日
支
払
い
を
貨
物
会
社

に
申
し
入
れ
る
と
共
に
、
要
求
額
の
満
額
獲
得
と

「
三
島
・
貨
物
の
経
営
諸
問
題
」「
整
備
新
幹
線
開

業
に
伴
う
第
三
セ
ク
タ
ー
化
」
の
問
題
な
ど
、
緊

急
を
要
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
行
動

を
展
開
す
る
と
し
て
、
一
一
月
一
三
日
中
央
行
動

を
行
っ
た
。

　

一
一
時
か
ら
の
国
土
交
通
省
前
宣
伝
行
動
は
他

団
体
の
請
願
行
動
と
重
な
っ
た
た
め
、
三
〇
分
か

ら
の
開
催
と
な
っ
た
。
全
貨
協
・
中
曽
根
副
議
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
本
部
・
小
池
業
務
部
長
、
東

日
本
本
部
・
伊
藤
委
員
長
、
東
京
地
方
本
部
・
石

上
委
員
長
、
国
労
闘
争
団
・
小
野
副
議
長
の
挨
拶

を
受
け
、
国
土
交
通
省
前
宣
伝
行
動
を
終
了
し
た
。

ち
明
け
て
く
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
仲
間

た
ち
が
、｢

キ
ッ
カ
ケ｣

を
待
っ
て
い
る
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　

二
〇
年
を
超
え
る
不
幸
な
歴
史
に
こ
だ
わ
る
仲

間
も
多
い
と
思
う
が
、｢

戻
り
た
い｣

と
考
え
て
い

る
仲
間
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と

を
受
け
止
め
る
議
論
と
時
期
に
来
て
い
る
。

　

勇
気
を
持
っ
て
声
を
か
け
、
自
然
な
気
持
で
迎

え
よ
う
！

要
求
の
多
数
派
め
ざ
す

　

長
野
原
自
動
車
分
会
は
、
群
馬
県
草
津
温
泉
へ

の
乗
り
換
え
口
に
あ
た
る
長
野
原
町
に
職
場
が
あ

る
。

　

社
員
数
は
約
七
〇
名
、
う
ち
組
合
員
は
六
名
（
東

日
本
か
ら
全
員
出
向
）
で
頑
張
っ
て
い
る
。
主
な

業
務
は
長
野
原
駅
か
ら
草
津
・
六
合
村
な
ど
へ
の

在
来
線
の
運
行
と
草
津
〜
新
宿
間
の
高
速
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
。

　

年
間
を
通
し
て
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
一
方
、
人

口
の
減
少
に
伴
い
今
年
度
で
六
合
村
線
の
廃
止
が

決
定
。
赤
字
路
線
は
切
り
捨
て
の
会
社
の
営
利
優

先
政
策
は
交
通
弱
者
を

切
り
捨
て
、
公
共
交
通

と
し
て
の
責
任
を
放
棄

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
高
速
線
で
は

新
宿
〜
草
津
を
九
往

復
、
更
に
東
京
〜
三
ヶ

日
（
浜
名
湖
）
へ
の
夜

行
を
含
む
ネ
ッ
ト
ダ
イ

ヤ
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
九
月
に
は
他
支

店
に
お
い
て
、
高
速
バ

ス
乗
り
場
で
死
亡
事
故
も
発
生
し
、
常
に
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
職
場
環
境
に
な
っ
て
い
る
。

　

現
場
で
働
く
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
多
く
は
現
在
の

労
働
条
件
に
対
し
て「
在
宅
休
養
が
と
れ
な
い
」「
時

間
が
不
規
則
で
充
分
な
睡
眠
が
取
れ
な
い
」
な
ど

の
不
平
不
満
を
抱
え
て
い
る
。
国
労
組
合
員
に
対

し
て
他
労
組
を
含
め
、
仕
事
の
悩
み
や
勤
務
に
つ

い
て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

分
会
で
は
、
少
数
意
見
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に

会
社
に
対
し
て
現
場
で
申
し
入
れ
を
行
い
、
要
求

の
多
数
派
を
目
指
し
て
労
働
条
件
の
改
善
に
努
め

て
い
る
。

　

組
織
人
員
が
減
少
す
る
中
、
他
労
組
の
社
員
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
り
、
相
談
に
の
っ
た
り
す
る

中
か
ら
、
国
労
運
動
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
も
ら

う
社
員
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
の
組
織
拡

大
に
向
け
た
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
年
七
月
の
組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会



国　  労　  東　  京（2）2008 年１２月５日（毎月５日発行）
昭和29年10月22日
第三種郵便物認可（　　　　） No. 1705

要
員
不
足
も
明
ら
か
に
な
り
、
粘
り
強
い
取
り
組
み

を
求
め
る
発
言
も
出
さ
れ
た
。

　

貨
物
で
は
和
解
後
、
昇
進
試
験
に
つ
い
て
一
定
の

成
果
が
で
た
。
今
後
和
解
を
活
か
し
組
織
の
拡
大
、

労
使
正
常
化
に
む
け
頑
張
る
。
Ｎ
Ｓ
二
〇
一
一
計
画

の
推
進
で
合
理
化
が
進
め
ら
れ
労
働
条
件
は
悪
化

し
、
労
災
被
害
や
脱
線
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
る
。
貨

物
の
構
造
矛
盾
を
解
消
し
な
い
か
ぎ
り
展
望
は
開
け

な
い
。
国
労
総
体
で
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
の
報

告
も
さ
れ
た
。

　

採
用
差
別
事
件
に
つ
い
て
「
解
決
に
む
け
新
た
な

段
階
に
入
っ
て
い
る
」
の
で
、
総
団
結
し
解
決
に
向

け
活
動
す
る
決
意
も
報
告
さ
れ
、
最
後
に
憲
法
改
悪

阻
止
に
奮
闘
す
べ
き
発
言
も
あ
っ
た
。

　

討
論
を
通
じ
て
、
一
括
和
解
以
降
、
現
場
で
は
ま

だ
国
労
差
別
が
あ
る
が
、
昇
進
試
験
の
合
格
拡
大
や

現
場
で
の
交
渉
な
ど
運
動
の
前
進
、
そ
れ
に
伴
う
組

織
拡
大
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
確
信
と
な
っ
て
、
昨

年
の
大
会
よ
り
分
会
活
動
の
報
告
が
生
き
生
き
と
語

ら
れ
て
い
た
。

全
体
の
取
り
組
み
と
な

り
意
識
が
高
ま
っ
た
事

が
報
告
さ
れ
た
。

　

駅
職
場
で
は
契
約
社

員
が
約
三
割
。
組
織
が

本
腰
を
入
れ
た
契
約
社

員
の
労
働
条
件
改
善
と

正
社
員
化
へ
の
取
り
組

み
や
、
エ
ル
ダ
ー
社
員

の
国
労
へ
の
組
織
化
と

組
合
員
資
格
・
所
属
分

会
の
問
題
や
労
働
条
件

改
善
に
向
け
、
委
託
会
社
と
の
交
渉
の
確
立
が
重
要

課
題
だ
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

安
全
・
安
定
輸
送
の
問
題
で
は
、
安
全
総
点
検
運

動
の
取
り
組
み
と
交
渉
に
基
づ
い
た
点
検
摘
発
を
実

践
し
た
報
告
。
少
数
だ
が
、
仲
間
と
話
し
合
い
改
善

を
勝
ち
取
っ
た
報
告
。
三
六
協
定
を
巡
る
Ｊ
Ｒ
東
労

組
と
現
場
の
組
合
員
と
の
矛
盾
の
実
態
。
年
休
が
入

ら
ず
生
活
設
計
が
立
た
ず
、
超
勤
前
提
の
作
業
な
ど

点
、
⑤
エ
ル
ダ
ー
社
員

の
扱
わ
れ
方
、
⑥
安
全

問
題
、
等
々
が
出
さ
れ
、

米
山
業
務
部
長
の
答

弁
・
姉
崎
書
記
長
か
ら

集
約
答
弁
が
さ
れ
、
向

こ
う
一
年
間
の
方
針
を

決
定
し
た
。

　

ス
ト
権
確
立
一
票
投

票
は
、
代
議
員
五
八
名

中
、
賛
成
五
八
票
で
ス

ト
権
が
確
立
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
中
澤
執
行
委
員
長
の
、
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
の
早
期
解
決
、
国
労
ら
し
い
職
場
世
話
役
活

動
か
ら
組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
て
い
く
、
力
強
い

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉
会
し
た
。

　

第
一
二
二
回
上
野
支
部
定
期
大
会
が
、
一
〇
月

二
五
日
北
区
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
代
議

員
・
傍
聴
者
な
ど
一
〇
〇
名
が
参
加
し
活
発
な
議
論

を
展
開
し
た
。

　

議
長
に
森
代
議
員
（
東
京
信
号
技
術
セ
ン
タ
ー
）、

副
議
長
に
宮
崎
代
議
員
（
秋
葉
原
駅
）
を
選
出
。
玉
之

内
委
員
長
は
挨
拶
で
、
①
一
〇・
二
四
集
会
に
一
一
〇

名
参
加
し
た
、
②
経
済
の
混
乱
は
自・公
政
権
の
責
任
。

非
正
規
労
働
者
の
雇
用
を
守
る
闘
い
が
必
要
、
③
組

織
拡
大
・
要
求
前
進
の

取
り
組
み
に
引
き
続
き

力
を
、
と
訴
え
た
。

　

冒
頭
、
田
端
駅
で
五

月
に
国
労
加
入
し
た
阿

部
君
と
分
会
長
よ
り
加

入
動
機
、
状
況
報
告
を

受
け
、
拡
大
の
成
果
・

教
訓
を
全
体
で
確
認
し

あ
っ
た
。

　

経
過
と
運
動
方
針
に

対
す
る
討
論
で
は
一
五

名
が
発
言
し
、
①
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
で
は
、
各

代
議
員
が
職
場
の
取
り
組
み
と
要
求
前
進
の
運
動
を

セ
ッ
ト
で
取
り
組
み
、
尚
且
つ
明
る
い
職
場
作
り
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
、
②
労
働
条
件
で
は
、
旅
客
・
貨
物

で
出
さ
れ
た
新
た
な
経
営
方
針
の
分
析
と
取
り
組
み
。

出
向
問
題
は
メ
ン
テ
職
場
か
ら
エ
ル
ダ
ー
社
員
配
属

の
駅
業
務
に
問
題
が
広
が
り
労
働
条
件
の
改
善
と
団

交
の
あ
り
方
で
多
く
の
発
言
が
あ
っ
た
、
③
貨
物
和

解
・
差
別
根
絶
の
取
り
組
み
は
一
部
差
別
職
場
の
解

消
、
不
当
配
転
者
の
救
済
、
あ
っ
せ
ん
申
請
の
学
習

会
な
ど
の
要
請
が
あ
り
、
④
採
用
差
別
事
件
は
地
域

の
取
り
組
み
の
報
告
な
ど
、
実
践
に
基
づ
い
た
教
訓

が
数
多
く
報
告
さ
れ
た
。

　

書
記
長
集
約
は
、
①
組
織
の
強
化
・
拡
大
は
重
要

な
課
題
で
拡
大
の
流
れ
を
止
め
な
い
、
組
対
費
の
有

効
活
用
、
②
労
働
条
件
の
改
善
は
、
会
社
施
策
の
検

証
、
安
全
・
仕
事
総
点
検
運
動
を
取
り
組
む
、
③
Ｊ

Ｒ
不
採
用
事
件
は
職
場
か
ら
出
来
る
一
つ
ひ
と
つ
の

取
り
組
み
を
し
っ
か
り
行
う
、
④
〇
九
春
闘
は
「
貧

困
と
格
差
」
な
ど
労
働
環
境
改
善
・
社
会
福
祉
な
ど

を
柱
に
す
る
、
⑤
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
な
ど
、

五
点
に
亘
っ
て
集
約
し
満
場
の
拍
手
で
経
過
・
方
針

を
承
認
し
た
。

　

最
後
は
、
委
員
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を

三
唱
し
終
了
し
た
。
支
部
は
こ
の
方
針
に
基
づ
き
こ

の
一
年
間
奮
闘
す
る
。

　

国
労
大
宮
地
区
本
部
第
九
回
定
期
大
会
は
、
一
〇

月
一
一
日
さ
い
た
ま
市
与
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
冒
頭
、
矢
部
副
委
員
長
か
ら
、
大
宮
電
力
技

術
セ
ン
タ
ー
で
東
労
組
に
所
属
し
て
い
た
三
五
歳
の

仲
間
が
、
大
会
開
催
の
前
日
に
国
労
に
加
入
し
た
と

い
う
嬉
し
い
報
告
が
さ
れ
た
。
各
地
で
組
織
拡
大
の

報
告
が
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
大
宮
地
区
本
部
内
で

も
組
織
拡
大
が
で
き
た
事
に
参
加
の
代
議
員
か
ら
大

き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

　

大
会
は
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
職
場
実

態
や
、
昇
進
昇
格
試
験
、
そ
し
て
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
報
告
な
ど
が
討
論
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
区
本
部

の
取
り
組
み
の
課
題
で
も
あ
る
、
職
場
の
中
心
に
国

労
が
座
る
と
い
う
、
仕

事
の
議
論
を
通
じ
た
取

り
組
み
も
報
告
さ
れ

た
。
来
賓
と
し
て
参
加

し
た
東
京
地
本
の
中
澤

執
行
委
員
か
ら
不
採
用

問
題
の
報
告
が
さ
れ
、

今
後
と
も
粘
り
強
い
取

り
組
み
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
激
励
の
挨
拶
を

受
け
た
。

　

大
会
は
全
て
の
議
案

　

一
〇
月
二
八
日
、
第
七
三
回
国
労
新
橋
支
部
大
会

が
代
議
員
・
来
賓
・
傍
聴
者
一
五
九
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
、
二
〇
名
が
発
言
し
、
多
く
の
代
議
員
が
組

織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
報
告
を
し
た
。

　

組
織
拡
大
で
は
、
中
野
電
車
区
分
会
で
九・
一
〇
月

に
三
名
が
国
労
に
加
入
し
「
最
後
は
国
労
で
退
職
し

た
い
」
と
五
七
歳
の
主
任
運
転
士
が
決
意
し
た
報
告

を
受
け
、
組
織
拡
大
は
ど
こ
で
も
誰
で
も
取
り
組
め

る
活
動
で
あ
る
経
験
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
池
袋
車
掌
区
で
は
、
病
気
で
国
労
を
離
れ
た
方

が
乗
務
復
帰
と
同
時
に
国
労
復
帰
し
た
い
と
、
一
一
月

一
日
付
け
の
国
労
加
入
が
報
告
さ
れ
拍
手
に
包
ま
れ

た
。
新
入
社
員
へ
「
親
書
」
を
手
渡
す
取
り
組
み
が

行
わ
れ
、
現
場
長
に
「
公
正
に
国
労
加
入
を
訴
え
る

場
と
施
設
の
利
用
」
を
求
め
る
申
し
入
れ
活
動
な
ど
、

を
満
場
一
致
で
採
択
。
ス
ト
権
投
票
も
全
員
の
賛
成

を
得
て
確
立
さ
れ
た
。

　

集
約
に
立
っ
た
松
井
書
記
長
は
、
労
働
組
合
と
し

て
、
国
労
を
職
場
の
真
ん
中
に
作
る
事
を
目
標
に
し

な
が
ら
、
組
織
作
り
の
中
心
軸
に
し
て
い
こ
う
と
決

意
を
の
べ
閉
会
と
な
っ
た
。　

八
王
子
地
区
本
部
は

一
〇
月
一
〇
日
、
八
王

子
労
政
会
館
に
お
い

て
、
第
一
二
回
定
期
地

区
本
部
大
会
を
開
催
し

た
。
小
山
委
員
長
か
ら

「
健
全
な
労
使
関
係
を

目
指
し
て
一
括
和
解
を

し
た
が
、
ま
だ
変
わ
ら

な
い
部
分
も
あ
る
。
組

織
強
化
・
拡
大
へ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
。
職

場
で
国
労
が
仕
事
の
中
心
に
な
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
三
多
摩
交
運
、
三
多
摩

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
、
共
闘
各
労
組
、
各
政
党
な
ど

か
ら
労
働
条
件
改
善
の
訴
え
や
平
和
へ
の
訴
え
が
続

い
た
。
そ
の
後
、
東
京
地
本
・
石
上
委
員
長
、
東
日

本
本
部
・
高
野
書
記
長
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
横
森

書
記
長
が
経
過
報
告
・
方
針
提
案
を
行
な
っ
た
。

　

昼
食
休
憩
後
に
討
論
と
な
り
、
①
人
員
不
足
で
休

め
な
い
。
②
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
不
足
。
③
Ｊ
Ｒ
本
体

で
も
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
で
も
経
験
者
が
作
ら
れ
て
い

な
い
。
④
技
術
力
の
低
下
。
⑤
昇
進
試
験
に
受
か
ら

な
い
。
⑥
共
闘
運
動
・
平
和
運
動
。
⑦
組
織
強
化
・

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
。
⑧
組
対
費
に
つ
い
て
。

⑨
新
入
社
員
が
無
理
な
働
か
さ
れ
方
を
し
て
い
る
実

態
。
⑩
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
労
働
条
件
改
善
。
⑪
か
い

じ
企
画
職
場
の
劣
悪
な
実
態
。
⑫
乗
務
員
区
の
運
輸

区
化
で
行
路
が
き
つ
く
な
っ
て
い
る
事
。
⑬
特
急
な

ど
か
ら
乗
務
を
外
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
の
発
言
が

あ
っ
た
。

　

書
記
長
集
約
で
は
労
働
条
件
改
善
・
正
常
な
労
使

関
係
構
築
・
組
織
強
化
拡
大
を
中
心
に
取
り
組
も
う

と
集
約
さ
れ
、
二
〇
年
度
方
針
が
確
立
し
た
。
最
後

に
小
山
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
こ
れ
か
ら
の

一
年
間
闘
う
体
制
の
構
築
を
確
認
し
た
。

　

神
奈
川
地
区
本
部
は
一
〇
月
一
一
日
、
神
奈
川
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
一
三
回
定
期
地
区

本
部
大
会
を
開
催
し
た
。

　

今
大
会
は
、
一
年
間
に
首
相
が
二
人
も
辞
任
、
麻

生
内
閣
が
誕
生
し
、
年
内
解
散
総
選
挙
が
予
想
さ
れ

る
中
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
新
た
な
局
面
を
迎
え
た

情
勢
を
全
体
で
確
認
し
、
早
期
解
決
に
向
け
緊
迫
し

た
大
会
と
な
っ
た
。

　

大
会
は
、
議
長
に
加
川
代
議
員
（
登
戸
駅
）
副
議

長
に
中
家
代
議
員
（
衣
笠
駅
）
を
選
出
し
議
事
が
開

始
さ
れ
た
。

　

中
澤
委
員
長
挨
拶
を
受
け
た
後
、
多
く
の
来
賓
か

ら
は
、
政
治
不
信
の
混
沌
と
し
た
政
治
状
況
の
中
、

不
採
用
事
件
・
安
全
問
題
に
対
し
連
帯
し
て
取
り
組

む
挨
拶
が
さ
れ
た
。

　

姉
崎
書
記
長
か
ら
経
過
及
び
運
動
方
針
提
起
が
さ

れ
、
経
過
二
名
・
方
針
一
一
名
の
代
議
員
か
ら
発
言

が
あ
り
、
①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け

て
、
②
組
織
拡
大
に
向
け
た
分
会
の
取
組
み
と
東
労

組
・
管
理
者
の
動
向
、
③
貨
物
一
括
和
解
後
の
職
場

状
況
と
今
後
の
決
意
、
④
昇
進
・
昇
格
試
験
の
問
題


